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平成２６年度に実施した各種防災対策について 
 

 

平成２６年度に実施した各種防災対策について、次のとおり報告する。 

 

 

１．防災倉庫の新規設置【平成２６年８月】    

県立実籾高等学校・県立津田沼高等学校・市立習志野高等学校の３校に防災倉庫を

設置した。これにより、避難所となる市内の公立小・中学校、高等学校の全てを含む、

２９カ所に防災倉庫の設置が完了した。 

 

２．通信手段の整備    

（１）避難所配備用ＰＨＳの配備【平成２６年８月】 

災害時における災害対策本部と避難所の通信手段を確保するため、避難所となる施

設等にＰＨＳ電話機を事前配備した。 

毎月１回、機械点検を兼ねた通信訓練を実施するとともに、操作に習熟するため、

平時の業務連絡でも使用している。 

（２）防災行政無線の子局増設【平成２６年１２月】 

平成２３年度に実施した音響調査で判明した、防災行政無線の難聴地域解消を目的

として、谷津５丁目に子局を１基増設した。 

 

３．受水槽への給水栓設置【平成２６年９月】    

県水道局の供給エリアにある小・中学校のうち、給水施設が近隣にない９カ所につ

いて、災害時の飲料水を確保するため、受水槽への給水栓取り付け工事を行った。 

 

４．避難場所標識の再設置【平成２６年１１月】    

市内４７か所の一時避難場所に設置している標識について、老朽化に伴う建て替え

工事等を行い、併せて、多国語対応の表示とした。 
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５．海抜表示板の追加設置    

市民ニーズへの対応や防災意識を高めるため、前年度に引き続き、広報掲示板に海

抜表示板を設置した。今年度新たに４０か所に設置し、計１９１か所となった。 

  

 
 
 

 
 
 
 
 

６．風水害対策対応マニュアルの作成【平成２６年５月】    

風水害時における危機管理課を中心とした災害対応業務について、気象警報発表時

から災害の収束に至るまでを具体的に記載し、地域防災計画風水害編の下に位置付け

るマニュアルとして作成した。 

 

７．防災パンフレット及び防災マップの全戸配布【平成２６年７月】    

（１）防災パンフレット 

災害発生時に、市全体で一体となった災害対応活動を行うためには、市民を含め、

災害対応に関わる関係者が、平時から災害対応に関し共通の認識をもつことが重要で

あることから、地域防災計画の中で特に市民全体に関わる部分についてまとめ、全戸

配布した。 

（２）防災マップ 

地域防災計画の資料編に基づき、記載施設を加除整理するとともに、マップの裏面

に震度分布図と液状化危険度を新たに追加し、全戸配布した。 

 

８．土砂災害に関する対策    

広島市での大規模な土砂災害発生に伴う国からの要請等を踏まえ、下記の対策を実施

した。 

（１）急傾斜地崩壊危険箇所付近の住民への緊急周知【平成２６年９月】 

県が公表している市内３７カ所の急傾斜地崩壊危険箇所の付近の住民約１４００世

帯に対し、国からの要請に基づき、土砂災害警戒情報の説明や市の対応について記載

した文書を各戸配布した。 

（２）住民説明会の開催【平成２６年１２月】 

上記の世帯を対象として、１０カ所の会場で、土砂災害警戒情報が発表された場合

の住民の動きや、市の対応に関する説明会を実施した。（参加者計７４名） 
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９．災害時応援協定等の締結    

昨年度に引き続き、新たな協定等の締結を進め、防災対策の強化を図った。 

【締結協定】 

 締結先 協定等名称 及び 内容 締結年月 

1 
千葉県土地家屋 

調査士会 

災害時における家屋被害認定調査等に 

関する協定書 

・市職員と連携して家屋被害調査等を行う。 

平成 26年 9月 

2 ヤフー株式会社 

災害に係る情報発信等に関する協定 

・災害時に市が、避難所情報やライフライン情

報をヤフーに提供し、Yahoo!JAPANに掲載す

ることで、周知を図るとともに、アクセスの分散

を図る。 

平成 26年 12月 

3 千葉県 

上水道における排水栓の取扱い等に関する覚書 

・迅速な初期消火活動等の充実を図るため、

排水栓を消火用水源として活用する。 

26年度中を 

予定 
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１０．参考    

（１）自助・共助の活動促進について 

防災出前講座や、町会への防災訓練支援の件数は増加傾向にあり、自主防災組織の新

規設立も進んでいる。 

年度 
H２１年

度 

H２２年

度 

H２３年

度 

H２４年

度 

H２５年

度 

H２６年

度 

出前講座実施件数 １０ ９ ２５ ２７ ２６ 
２２ 

（※１） 

町会等防災訓練 

支援件数 
－ － ６ １１ ２２ 

１６ 

（※１） 

自主防災組織 

新規設立数 
３ ０ ３ ３ １４ 

３ 

（※１） 

 ※１ H２６年度については１２月末時点の数値 

 

（２）災害配備状況 

今年度は、１２月末時点までで、情報収集体制を６回、警戒配備を３回とった。 

いずれの災害でも、被害は道路冠水や倒木程度であり、人的被害や家屋浸水は報告さ

れていない。 

日付 災害名 
配備体制 

(総配備人員数) 

2014/6/7(土)  ６月７日大雨警報 情報収集体制（５名） 

2014/6/7(土)～6/8(日) ６月７日大雨・洪水警報 警戒配備（１０名） 

2014/6/25(水) ６月２５日大雨・洪水警報 情報収集体制（９名） 

2014/6/26(木) ６月２６日大雨・洪水警報 警戒配備（１０名） 

2014/7/19(土) ７月１９日大雨・洪水警報 情報収集体制（６名） 

2014/9/10(水) ９月１０日大雨・洪水警報 情報収集体制（５名） 

2014/9/11(木) ９月１１日大雨・洪水警報 情報収集体制（５名） 

2014/10/5(日)～10/6（月） 台風第１８号 警戒配備（１８８名） 

2014/10/13(月) 台風第１９号 情報収集体制（６名） 

 

（３）耐震性井戸付貯水槽の移設【平成２６年４月】 

都市計画道路の拡幅工事に伴い、谷津小学校の耐震性井戸付貯水槽を、谷津近隣公園

(奏の杜 2丁目 12番地先)に移設した。 

 

 


